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朝
日
町
文
化
体
育
セ

ン
タ
i

・唱

‘－ * .. 

ー
新
た
な
町
の

「
文
化
・
ス

胆町文化ぽ喬石シヲニヲンυ一：

ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点

セ
ン
タ
ー

「
サ
ン
リ

l
ナ
」

平

成

5
年
度
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
朝
日
町
文
化
体
育

竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

が
完
成
し
、

7
月

U
日、

総
事

業
費
お
億

9
4
0
0万
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た

リ

l
ナ
」
は
、
舞
台
や
音
響

・
照
明
施
設
を
完
備
し
、

1
0
0
0

人
以
上
の
収
容
が
可
能
な
文
化
ホ

l
ル
と
し
て
、
演
劇
や
音
楽
な
ど

の
文
化
活
動
に
利
用
い
た
だ
け
る
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行

事
に
も
対
応
で
き
る
ア
リ
ー
ナ
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
町
民

1

人

1
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
お
よ
び
健
康
体
力
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

幅
広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施

己又

の
概
要

「
サ
ン
リ
l
ナ」

は

ポ
ー
ル

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ

l
ト
印

面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ

ー
ト
2
面
が
取
れ
る
ア
リ

ナ

2
0
0
m
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
走

路
の
ほ
か

間
U
初

m
、
奥
行
口

5 
m 

高
さ
7

・
5
m
の
鉾
お
も
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

官時 完成した「サンソーナJの外観と

E階席力、らみたアリーナ及び舞台

相
撲
や
レ
ス
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
る
際
の
リ
ン
グ
ラ
イ
ト
や
、
各

種
の
文
化
活
動
に
も
利
用
で
き
る
音

斡

・
照
明
設
備
、

更
衣
室
、

ま
た

そ
の
他

シ
ャ
ワ
ー
凸￥品

ど
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

客
席
は
7
8
0
席
の
2
階
固
定
席

シ」

1
階
舞
台
ト
に
収
納
で
き
る
移

動
席
が
1
0
0
0
附
の
合
わ
せ
て
1

7
8
0
・
品
。！
 
催
し
に
応
じ
て
使
い
分

リンドバーグ
コンサート

OPEN 17:30/ST ART 18:00 

朝日町文化体育センヲーサンリーナ

一きっと素晴らしい夏になる ／ー

8/28c日）

け
が
可
能
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
サ
ン
リ
l
ナ
」
は
、

県
内
で
も
有
数
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ

ビ
ー
チ

ア
リ
ー
ナ
と
、

終
種
イ
ベ
ン
ト
に
も

利
用
で
き
る
舞
台
を
兼
ね
備
、
え
た
文

字
通
り
の
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
。
今

後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

控
室
や

。
開
館
時
間

平
日

9
時

l
幻
時
初
分

日

雌

日

9
時
1
げ
時

。
休
館
H

毎
週
火
山
峨
日
・凶
民
の
休
日
（
同

月
刊
日
を
除
く
）
・年
末
年
始
｛
は

月
白
日
1
1
月
3
日）

。
問
合
せ
先

例
朝
日
町
文
化

・
体
育
振
興
公

社

（
官
邸

H
1
8
3
8
F
A

X
お
H
0
0
3
0
）
へ
。

羽
周
⑫
ロ
告
白
ω
肉

会
議
室
な

i全席指定i3,800円 （悦j.(,)
惨チケット取扱い 「アスカ」ほか

県内各フ。レイガイド

砂閉会せ A-40（エイフォーティ）

TEL 82-0040まで

「
サ
ン

-

斗ツヰ千町

田

L
5
R司
第
守国会

友好競舎大会

口：~~＝~~~；コ

全
聞
の
朝
日
町
と
判
の
小
中
学
午

が
交
流
し
、
中
日
進
の
腕
前
を
競
い
A
n

う
第
5
川
A
K
制
「
朝
日」
町
村
友
好
競

合
大
会
が
8
凡
同
日
の
午
後
か
ら
、

朝
凶
町
文
化
体
脊
セ
ン
タ
ー

「サ
ン

で
附
か
れ
ま
す
。

リ
ー
ナ」

今
回
は
、
山
形
県
朝
日
村
、
新
潟

県
朝
日
村
、
福
井
県
朝
日
町
、
岐
阜

県
朝
日
村
、
そ
し
て
わ
が
朝
円
町
の

5
町
村
か
ら
3
1
0
名
余
の
小
巾
学

生
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

余
同
の
。
朝
日

っ
子
。
に
温
か
い

ご
戸
媛
を
お
願
い
し
ま
す
。

大人と子供のための

r雪の女王』

上演

康リ手自主
河ミ

ご主乙
日

~~ 
場 I時

9
月
M
日
制
午
後
7時
附
演

刺
日
判
官
入
化
体
行
セ
ン
タ
ー

「
サ
ン
リ
！
ナ
」

。
入
場
料
・小
常
生
3
0
0川
（
4
0
0
川
）

中
学
生
5
0
0
円
（
7
0
0
円
）

・
日

校
生
7
0
0
円
（
1
0
0
0
円
）

・
大

人
1
7
0
0
円
（
2
0
0
0
円
）

（
）
は
当
円
券

。
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
ア
ス
カ
、
進
化
常

明
文
常
、
コ
ス
モ
れ
ほ
か

O
問
合
せ
朝
刊
川
文
化
体
向
振
興
公
社

（
合

m
H
1
2
9
4
）
へ
。

国m



さあ聞主主．ノ※8/2朝日町会場

E、F、Gはコー ト名
コ
コせ

£当h
c:I プ 戦組Jレグ予選

亡
に

－ 
F宅l玉l

第2試合 io:oo 第3試合 11:00
第6試合 14:00 ( . 3 l:I、4日は9:30から第l試合｝
－ 1・観戦は無料です。 ／ 

第 l試合 9:00

第5試合 13:00

．試合開始時間

第4試合 12:00

女子バレーボール
朝日町会

8月2日（火）から4日（木）まで、35試合に
熱戦を展開／

目

「一（福井）福井商
F①｜…・・・ ー一「

(_  （愛媛）聖カタリナ女 ｜ 
I F⑤ 

「一（千 葉）千葉工商 ｜ 
FRI…一 .__J

」－ （福岡）博 多女 子

「一（福島）保 原
F③卜… ー一「

」ー （香川）志 度 ｜
IF@ 

「一 （和歌山）熊 野 ｜ 
F④｜一一 ーー」

」ー（岐阜）岐阜女子商

「一（神奈川）市立橘
E①l …一 … ー一「

(_  （大阪）四天王寺 ｜ 
IE⑤ 

「一 （青森）木 造 ｜
ERI 一一一一一一一一一一一一一一一……－ ,___J  

」一 （徳島）徳島商

「一 （富山）高岡第 一
E③｜ 一一 … －一「

Lー （大分）扇 城 ！
IE@ 

「一 （岡山）就 実 ｜
E@I…一 一－ ーー」

」一（埼玉））｜｜ 越商

『立
山
に
え
が
け
大
き
く
君
の
青
春
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、

7
月
汎
日
か
ら

8
月

M
日
ま
で
、
平
成

6
年

度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
県
内
各
地
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

朝
日

・
入
善
両
町
は
、

8
月

1
日
か
ら

5
日
ま
で

行
わ
れ
る
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
。
朝
日

町
で
は

8
月

2
日
か
ら

4
日
ま
で
の

3
日
間
、

町
の

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
リ

l
ナ
」
を
会
場
と
し

て
、
お
試
合
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
団
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
と

と
も
に
、
混
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

朝
日
町
会
場
「
記
念
式
典
」

－
日

時

巴

月

E
白川
W

己・・

0
5
I
B－－
2
5

－
会
場
朝
日
町
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
『
サ
ン
リ
1
ナ」

品占品~各主主室ztr:--
大会！こ向け練習に励む高岡第一高校の女子バレーボール部員

「一（群馬）桐生西
G①十一一一一一一一一一一一一一…… ーー一「

し－（高知）高知商 ｜ 
I G⑤ 

「一（鹿児島）鹿児島女子 ｜ 
G③｜………・ ，__J

＇－（兵庫）氷 上

「一（山口）三 田尻女子
G＠十 一一 ・ー「

」ー（宮城）古川商 ｜ 
IG@ 

「一（長 崎）九州文化学園 ｜ 
G④十一一 一」

」ー（東京）淑徳学園

朝日町選手の皆さん （敬称略）がんばれ5競妓！こ8名ガ出場
陸上（砲丸投げ・円盤投げ）バスケットボールバスケットボールテニス空手道道

E
 

－－－－－
周ι
除
一

い嗣
Z
圃
幽

ha－－1
t
副

・・・・
i

、
且同一忘れ
一
・4

．，
V

園理
M

‘

4

・・・・・
・守・・E
－－－E’
J＼
l

計
益
田
園

．．
． 
、μ包
可

4

・・・・・
・・圃・・
・・il
－、1
7

一副幽・・・畑刷齢、．、

ー

柔道柔道柔

大島有紀子
｛桜井3年・綴町）

扇谷陽子
（竜谷富山3~手・宮崎）

-
砲丸投げは、 13m72を投げて、
3位入賞を自信します。

一戦一戦勝ち扱くこと。悔い

のない試合をしたいです。

右井沙織
（奄谷富山｜年・百事皇軍）

ます試合に出ること。 l本シユー
トを決めることができれば・＂。

清水大志郎
（；葛岡努ー3年・荒川2丁目）

由井 一聖
（幸れ113年・上道下）

< 

岡本慎也
（小杉3年・東尊重子）

安達春樹
（小杉2~手 ・桜町）

海老樹理
（小杉2年・境）

とりあえず初戦を突破、 上位

を目指します。

優勝者E目指して、がんばりま

す。
1回戦突破が目標。 精いっぱ
いがんばります。

3年間がんばった成果を十分
に発領したいです。

目標は、すId'.り優勝すること
です。

-



ぼくたち「南保ミニパスケッ ：まいちです。だから練習では

トポールスポーツ少年間J は ：オールコートのl対lや、

現イE、男子10入、女子11人の：対l、3対2などの練宵をし

計21人の団員がいます。数年 ：ています。

前から、山崎地区からの仲間： また、シュート )Jを高める

も加わり、土附、日臨の週2 ：ためにドリブルシュートやゴ

問、みんなが集まりパスケッ ；ール下のジャンフ’シュー卜な

トポールを栄しんでいます。 jどの練習もしています。線料 d

男子のチームは、身長の低： したことをしっかり身につけ、 i 
い人が多いけれどロングシュ ：自分たちのチームの弱j去をな i
ートがな外にうまく、またド；くしていけば、 lllfの大会でも 1
I IJブルシュートもスピー ドが；優勝できると思います。 ！ 
あるので、得点）Jがあリます。； もうすぐ瓦の大会が聞かれ j
女千のチームは、身長の前j ~ます。みんなで楽しくゲーム i

い人が多いのでリバウンドや ：をしたり、練習をしたりして、 ! 
ゴール下のシュートを得立と ：優勝目指してがんばりたいで i
しています。 ：す。みなさん、応援してくだ i
~千のチームも f,c 子のチー ： さい。 ： 

l~と二 b1: －岨ぴが~·＇ ~ 南i果，l、
~ －－，ー－－骨－－－－－－－－－－膚＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_, 

おハ ノ、

かl
~~~ フ、
人ft二
大熱
－蔵き
記友恵
三行い
6 えを

〈

γ
ω々
V
4

，
 
A
「

何
回
小
川
ダ
ム

の
F
流
に
平
成
三
年
七

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ハ

｜
パ
ル
バ

レ
ー

®C!l~ 
山2
崎5

め
ぐ
み

宙
ゆ
ち
ゃ
ん

旭
ケ
丘
の
山
崎
潤

・
干
恵
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
4
年
目
月
2
日
生
）

G)~，.＠ 
水字

~ ：＆草野の
；~：：.！ ~認縦
i塁本た

ん

ニバスケットボール
スポーツ少年団

優勝めざして がんばるぞ

お
が
わ
」
は
、
ハ

l
ブ
の
件
り
以
う
加
い

と
や
す
ら
ぎ
の
場
。
て

・
阿
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
い
凶
内
に
は
阿
ト
問
砲
、
約
五
万
株

も
の
ハ

l
ブ
が
柄
、
え
ら
れ
、

化
の
ピ
ー
ク

時
に
は
、

一
日
四
百
人
を
超
す
米
凶
お
で

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
す
。

大
蔵
さ
ん
は
、
こ
の
。
ハ

！
ブ
の
谷
H

の
管
理
人
。
春
の
附
図
か
ら
冬
の
雪
仕
度

ま
で
の
問
、
園
内
の
除
草
や
清
掃
は
も
ち

ろ
ん
、
ハ

ー
プ
の
移
植
や
せ
ん
定
、
米
間

者
の
応
対
な
ど
に
忙
し
い
臼
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
山
や
花
が
好
き
だ
っ
た

と
は
い
え
、
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
全
く
の

京
入
。

「
本
と
現
場
の
両
方
で

一
つ
一
つ

勉
強
し
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
み
せ
る
大
蔵

さ
ん
。
県
外

へ
説
療
に
出
か
け
た
り
、
昨

年
は
ハ
！
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
辿
い

鴻
暗
む
受
柑
帰
す
る
な
ど
幅
広
く
知
識
を
叫

収
、
献
身
的
に
ハ

l
ブ
の
世
間
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

雨
不
足
に
た
た
ら
れ
成
育
は
悪
か

っ
た

と
い
う
も
の
の
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
米
関
。
な
か
に
は
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
や
ハ

l
ブ
テ
ィ
l
、
リ
ー
ス
作
り
を

楽
し
む
よ
高
速
さ
ん
。
も
い
る
の
だ
と
か
。

土
質
や
水
は
け
の
問
題
も
あ
る
と
は
い

え

「こ
の
ハ
ー
ブ
園
は
国
内
で
も
最
大
級

の
規
模
」
と
胸
を
張
る
大
班
さ
ん
。
「
よ
り

多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、

ハ
ー
ブ

の
栄
し
み
方
を
知
っ
て
む
ら
え
れ
ば
何
よ

り
」
と
夢
を
訴
り
ま
す
。

ず参
議議

念
ゐ

ポ~物2 

a

出
｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

、。
’EV 藤
井

北

海
道
の
函
館
市
で
す
。
人

u
は
約
三
ト
万
人
。
か
つ
て
は
サ
ケ

マ
ス
な
ど
、
法
洋
漁
業
の
拠
点
と
し

て
栄
え
た
港
町
で
し
た
が
、
仙
近
で

は
観
光
都
市
と
し
て
の
色
彩
が
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
附
界
一二
大
復

景
の

一
っ
と
も
言
わ
れ
る
函
館

山
か
ら
の
眺
め
や
朝
市
な
ど
、

実
際
に
行
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
で

見
た
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

｜
｜
朝
日
町
で
の
生
活
は
い
か

が
で
す
か
？

臓
弁

ニ
の
町
で
暮
ら
し
て
八

年
。
思

っ
た
以
上
に
雪
が
降
る

の
と
棉
雨
時
期
の
蒸
し
暑
さ
、

そ
し
て
派
業
段
家
が
多
く
、
よ

土井麻紀子さん（21歳清水町）
富山県信用保証協会 一一

S盟国

血北
藤監 j毎
井新 ；首

差 歯
定需
ん

く
働
く
町
民
性
に
砧
初
は
鰐
き
ま
し

た
。

た
だ
、
米
と
水
、
首
エ
ビ
の

お
い
し
さ
は
抜
群
。
さ
ら
に
分
か
ら

ん
だ
、
一一日
来
に
よ
り
慣
れ
、
今
で
は
ぷ
人

知
人
に
も
恵
ま
れ
た
こ
ち
ら
の
生
活

に
満
足
し
て
い
ま
す
。

｜
｜
こ
れ
か
ら
の
抱
負
と
町
に
望
む

こ
と
は
？

藤
井

三
人
の
4
5
供
た
ち
は
ま
だ
曲

館
へ
行

っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
米

年
あ
た
り
家
紋
で
私
の
故
郷
へ
行
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す。

阿
に

は
や
は
り
、
若
者
の
定
併
に
結
び
つ

く
企
業
の
誘
欽
や
施
設
の
充
実
を
望

み
ま
す
ね
。

）広
一

何
事
に
也
前
向
帯
、
に

任
会
人
に
な
っ
て
問
年

u。
沼
山

市
ま
で
毎
日
、

J
R
で
通
勤
し
て
い

ま
す
。
職
場
で
は
現
花
、
総
務
の
受

付
を
担
当
。
仕
事
に
も
削
れ
、
お
い

で
に
な
る
企
業
や
令
融
機
附
の
万
々

と
の
川
会
い
を
一
地
じ
、ぶん巾
ん
し
た
句

”
を
送
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
批
近
誕
り
始
め
た
カ
メ

ラ
と
、
ハ

ー
ブ
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た

リ
l
ス
｛
飾
り
物
）
づ
く
り
。
で
き

れ
ば
今
後
、
新
た
に
ぷ
泳
な
ん
か
も

始
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
に
は
い
収
入
と
シ
ヨ
ソ
ピ

ン
グ
に
出
か
け
た
り
、
映
州
を
日ん
た

り
。
に
M
3
や
か
に
お
桝
を
飲
み
に
行

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

モ
ッ
ト
ー
は
、

何
併
に
も
興
味
を

持
ち
、

出
向
き
な
午
き
レ
力
を
す
る
こ

と
。
結
婚
は
ま
だ
考
え
て

い
ま
せ
ん

が
、
理
想
の
タ
イ
プ
は
務
ち
つ
き
の

あ
る
別
性
で
す
。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

『
出
て
み
た
い
』
『
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
官
役
場
内
線

E
0
4）
へ
ご
一
報
を
。

－・
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六
十
f
グ

”。
t
vJ

瓜

υ

！，，か
勺

〔

J
リ
ー
グ
》
（5
歳
児

A
〈
ん
「
お
父
宮
、
ん
の
信
長
ど
な
も
ん
知

っ
L」
λ
u
v
V
4
V
」

nu
〈ん

「
過
と
ピ
｜
ル
や
ろ
」

A
〈
ん
「
ぞ
れ
か
ら
テ
レ
ど
で
野
球
と

ザ
ッ
力
｜
え
と
る
よ
」

C
Z
ん「
サ
ッ
カ
ー
に
き
＼

マ
ン
モ
ス

お
る
よ
」

ぢ
〈ん

「
え
っ
、

マ
ン
モ
ス
ワ
・
」
（
み

ん
な
び
っ
く
り
）
「
ぞ
い
も
ん
、

ぉ
、
う
ん
よ
」

C
Z
ん
「
あ
っ
、

’
フ
モ
ス
ゃ
っ
た
・
」

〔
旬
月
中
・
〕
（5
歳
児

（
広
告
の

企伊丹宏、(15)

κ
Z
ん
「
先
生
見
て
／
」

東
を
見
せ
る
）

保
母
「
わ
あ
｜
、
数
命
ナ
が
金
書
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
ね
（
感
激
）
。

ー、

2
、

3
、

4
、
：
：
印
、

打
、
ロ
、
目
、
へ
え
｜
、
日
ま

で
き
い
て
あ
る
。
す
ご
い
ね
」

K
Z
ん
「
カ
レ
ン
ダ
ー
見
て
参
い
た
の
、

...ねこの聖（？）

..  圃

〔
七
夕
ま
つ
り
Y
2
覧

（
七
夕
飾
り
を
え
な
が
ら
）

保
母
「
短
冊
も
で
き
た
し
、
飾
り
い
っ

ぱ
い
で
き
れ
い
に
な
づ
た
ね
」

M
Z
ん『

M
ん
ち
も
飾
っ
た
よ
」

S
Z
ん
『
S
ち
ゃ
ん
ち
も
い
っ
ぱ
い
作

っ
た
ん
」

A
Z
ん
「
A
ん
ち
も
パ
タ
パ
タ
し
た
よ
」

保
母
「
A
ち
ゃ
ん
ち
、
パ
タ
パ
タ
茶

A 
Zう

rt・り 乞 ぁ
fこ・あらる
のる力主人ノ

こんうク
と＇.；：：... ／」

r：： ノ.；；.
つタ・ノ〈
fニノ《・タ
みタ・パ
fこはタ
いた・l
~ r.；..つ

広
報
ク
イ
ズ

〔
問
問
酒
店
）

①

「
サ
ン
リ
l
ナ
」
の
竣
工
式
が
あ

っ
た
の
は
7
月
の
何
日
？

③
M
口

⑮

幻

自

。
お
日

②
弱
翠
カ
ッ
プ
ビ

l
チ
ボ
ー
ル
令
副

大
会
の
出
場
チ

l
ム
の
数
は
？

③
お
③
訂

＠

ω

③
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
開
催
中
の
「
現

代
円
本
州
の
精
稽
」
展
は

8
月
の
何

日
ま
で
？

＠ 

＠
初
日

⑮
お
日

〔
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
え
の
淀
川
方
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
き
8
月
刊
日
（
刈

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

窓口
広
報
係
（
干
蜘
｜
仰
朝
日
町
道
下

1
1
3
3
）
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で

3
人
に
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
凶
の
当
選
者
は
阿
尾

裕
樹
さ
ん
、

空
也
さ
ん
、

T
Oさ
ん
で
し
た
。

。
幻
日P

O
T
A
 

さみさと小学校の校舎完成も

間近となり、文化体育センター

もりよりよ竣工てす。外装の評

判もりろ日ろあるようてすが、

広く皆犠に利用してりただきた

りと願っております。

さて、今年の8月i立大変忙し
り月となりそうです。 1日から

3自にかけては恒例のあさひま
つり。町制施行40周年を祝う記

念式典がlBの午前II時から、

そして2日から4日まて全国高

校総体の女子バレーボール競技

が『サソリーナ」て行われます。

また、 2日告示の町議会議員選
挙の投票日が7目。さらに18日

には全国朝日町村友好競書大会3

28日には『リンドパーグj のコ

ソサートなどなど…。職員とも

ども汗をかき、がんばってりき

たりと思ってりますが、町民各

位の温かりご理解とご協力をよ

ろしくお顧りりたします。

ところで、 生活優先の主張が

政治の主涜となり主地方分権化

への期待と声が高まりつつある

中、自治省では f行政リストラ

推進委員会j を設置じ、市町村

に新たな行革推進体制を求めよ

うとじてります。

自治体の首長は年中無休の24

時間勤務。私も同嫌ですが主と

きには日中、私用を足すことも

あります。とはりえ f遊んてり

るのではなりか」 f選挙運動て

はJなどと勘ぐる向きもあると

か。あえて（？）温かりご理解を

お顧りする次第です。

（東京にて 7月13日記）

Im 



年周40 イマ地発q町町四朝
町制施行40周年記念式典

巴月1日伺lll :OO～ 

朝日町文他体育センター
「サンリーナJ

まちをまsa ・日時

・会場

朝日をラジオで生中継

・放送日時 8 J-1 1日開13：・00～17・：oo
・会 場町i会館前
.番 組 KN Bラジオ「数家直樹

のきばらしパスタイム』

． 
エ
コ
ー
は
が
き

円
U
門
〕
門
〕

‘

nu 

、

〔

U~ 医療の現場から

-

夜間もくっきり

νーラーシステ凸看板
． 

庁
舎
屋
上
の
町
章
と
朝
日
町
の
文
字
を
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
夜
間
も
表
示
。
町
を

通
る
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
に
朝
日
を
P
円
し
ま
す
。

Asahi 
町勢要覧

Symphonic 
． 

~ 

グラビア形式の町努要覧rsymohonicAsahi Jを発刊。
新しいスタイルの町のP円誌として、朝日の魅力を県内外に向

け発信します。

，，，，圃

まんが歴史本

「朝日町のあゆみ」
． 
醒.;≫ • .,, •••• '!> 
E山県鶴田町

ヒスイ海岸とピーチボー
ル競妓の写真を識せたエコ
ーはがきを作成。全世宇野に
配布するとともに幅広く活
用します。

，－γーT ：＜・？－、，z・処..・
Ll.iJLi j柚酬

｜エ［

あ
さ

木書長

村2長
耳

寛~ ： ，
医科
長 ｜

慢性副鼻腔炎
について

朝
日
町
ゆ
か
り
の
慢
画
家
山
根
青
鬼

・
赤
鬼

さ
ん
に
よ
る
漫
画
歴
史
本
『
朝
日
町
の
あ
ゆ
み
」

を
発
刊
。
刊
年
閣
の
町
の
主
な
出
来
事
、名
所
・

旧
跡
を
漫
画
で
紹
介
し
ま
す
。

全
世
田
市
に
配
布
す
る
ほ
か
、
町
の
P
円
に
も

使
う
予
定
で
す
。

ー

藷
翠
カ
ッ
プ

一
ピl
チ
ボ
ー
ル
全
国
大
会

男
子
は
「
伏
木
体
力
づ
く
り
ク
ラ

ブ
C
」
（高
岡
）
、
女
子
は
「
土
曜
会
』

（朝
日
）
に
諾
翠
カ
ッ
プ

※剛
力
チ
の
部

マ
ひ
す
い
・
う
み
ひ

こ
（
1
・
2
位
）
リ
l
グ
1
位
「
伏

木
体
力
づ
く
り
ク
ラ
ブ
C
」
（
市
岡
）

2
位
「
伏
木
体
力
づ
く
り
ク
ラ
ブ

B
」

（古川
岡
）
マ
や
ま
ひ
こ

・
つ
つ
じ

（3
・
4
位
）
リ
ー
グ
1
位
「
不

死
鳥
福
井
A
」
（
福
井
）

2
位
「
伏

木
体
力
づ
く
り
ク
ラ
ブ
A
」
（
高
岡
）

※
女
子
の
部
マ
ひ
す
い
（
1
位
）

リ
l
グ

1
位
「
土
脱
会
」
（
朝
日
）

2
位
「
ピ
ン
キ
l
ズ
」
（
滑
川
）

マ
う
み
ひ
こ
（
2
位
）
リ

i
グ

第
6
回
富
山
県
警
察
少
年
柔
道

・
剣

道
大
会

（
%
市
山
武
道
館
）

マ
3
位
入
善
将
（
朝
日
中

・
似
川
正

気
）
チ
ー
ム

下
新
川
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ

ー
大
会
（
%
入
普
町
巡
動
公
園
）

マ
優
勝
泊
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
県
大
会
出
場
）

第
引
回
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

（%

1

%
夫
総
分
）

※
優
勝
の
み
掲
載

①

一
般
の
部
マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
壮

第
引
田
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（%

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
）

①
男
子
の
部
団
体
1
位
泊
2
区

2
位
山
崎

個
人
1
位
狩
谷

・
西
村

組

2
位
小
桜

・
大
菅
組

①
女
子
の
部
団
体
1
位
大
家
庄

2
位
泊
3
区
個
人
1
位
折
谷

・
柏

木
組

2
位
水
嶋

・
山
田
組

第
川
田
町
民
卓
球
大
会

（
%
朝
日
中 1 

住

「
の
答
く

B
」

（
朝
日
）

「
あ
か
ね
」
（
朝
日
）

マ
や
ま
ひ

こ
（
3
位
）
リ
l
グ
1
位
「
昭
品

レ
デ
ィ
ー
ス
」
（
東
京
）

2
位
「
伏

木
体
力
づ
く
り
L
」
（
高
岡
）

マ
つ

つ
じ
（
4
位
）
リ
i
グ

1
位
「
パ

イ

｛
入
普
）

2
位
「
昭
お

（
東
京
）

2 
位

オ
レ

y
ト
」

フ
レ
ッ
シ
ュ
」

A 

（
泊
ク

年
（
朝
日
愛
球
会
）

ラ
フ
）

①
中
川
「
の
部
マ
野
球
｛
判
日
中
）
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
引
，
L
S

（山月比
中）
、
マ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
明

子
シ
ン
グ
ル
ス

（
大
菅
洋
介
）
マ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女

子
ダ
ブ
ル
ス
（
辻
亜
矢
子

・
川
瀬
麻

薬
子
組）

マ
柔
道
団
体
（
朝
日
中
）

マ
柔
道
個
人

・
灯
同
級
（
柚
木
和
樹
｝

・
出
同
級
（
岡
本
洋
平
）

・
臼
同
級

（山
石
井
九
千
）
・
河
同
級
（
南
茂
勇
気
）

体
育
館
）

①
男
子
の
部
団
体
1
位
泊
2
区

2
位
泊
3
区
個
人
1
部
1
位
長
津

永
和

2
位
居
波
宏
樹

2
部
1
位

水
島
智
明

2
位
川
上
輝

①
女
子
の
部
団
体
1
位
泊

2
K

2
位
的
l
区

個

人

1

部

I
位
川
上

千
春

2
位
越
坂
久
留
美

2
部
1

位
大
井
香
織

2
位
峨
内
初
穂

8月のスポーツ

SPORTS 
・町民野球大会 7日（日J9:oo～（総合グランド）

・町民ソフトボール大会 7日（日）9：・00～

（小丸山グランド）

・夏季 ミニバスケ ットポール大会 7円(Fl)

9:00～ （文イヒ体育センター）

・高骸杯少年ソフトボール大会 20RW 
21日（El)9:OO～ （総会グランド）

・少女ピーチポール大会 21日（日l9:oo～

｛文化体育センター）

21日（El)9:00～ 

（教育文化会館体育館）

・あさひサッカーフェスティパル 28日（1:1)

8・30～ （総合グランド｝

・クラブ対抗野球大会 28日（防止00～

｛小)L山グランド ・i白i笥グランド）
・田］スポーツ少年団競技大会 28臼（日）9:00～

（文化体育センター）

• NT T朝円分会ゲートポール大会
27日出8:30ー （海浜公園）

．ノぐドミントン祭

この7月、富山医科薬科大学

から fあさひ総合病院」の耳鼻

咽喉科！と勤務することになりま

した。

当院の耳鼻咽喉科では、普通

の耳、鼻、口、のどの病気のほ

か｛乙、めまりや首の量れ物、顔

を動かす神経の病気も守備範囲

としております。

さて、副鼻腔炎、りわゆる蓄

膿症は古くからあり、なかなか

治りにくり慢性の痛気てじた。

乙の慢性副鼻腔炎は、近年、意
Eι 
1b療などの症状を呈する慢性気

管支炎、気管支拡張症（副鼻睦

気管支症候群）を引き起こすこ

とが明らかになりました。また
がA.

鼻の癌も、副鼻腔奈のような慢

性の病気が下地に怠ってりるこ

ともよく知られてります。

最近では、工リスロマイシソ

とりう抗生物質を少量ずつ6週

間から12週間くらり飲むこと！こ

より、鼻のつまり怠どの症状が

以前の治療法に兇ベて高り割合

て改善されるよう！こなり注目さ

れてります。当科でもこの治療

法を行り、高日改善率を得てり

ます。

最後になりましたが、今後、

地域の皆様の健康のためにがん

ばりたりと思りますのて、よろ

しくお願日りたします。... 



社会福祉
協議会だより

. 朝日町社会福祉協議会

は、皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

4本です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

宮 83ー0576

楽
し
く
学
び
情
報
受
換

宅
一
伊
い

在
一
緒
集

富
山
県
と
ん
品
山
県
社
会
福
祉

協
議
会
、
朝
日
町
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
「
在
宅
介
護
者
の

集
い
」
が
6
月
凶
日
、
小
川
混

泉
失
望
閣
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

f

る句
庁、
町

一L
P

募

集

． 
自

衛

「H
目

E苦1：阻if~・制：ICClllllll

募
集
人
員

2
等
陸

・
海

・
空

土
・：
男
子
お
名
女
子
若
干
名

募
集
期
間

男
子
・：
年
間
を
通

じ

て

女

子

・：
8
月
1
日
か
ら

9
月
比
日
ま
で

応
募
資
格

四
歳
以
上
幻
歳
未

満
の
人

問
合
せ

役
場
総
務
課
庶
務
係

（宮
内
線
2
0
6
）
ま
た
は
自

衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所
（
E
M

H
1
0
3
6）
へ
。

くらしの情報室

Li：仇昭 Infoγmαtioγl

務

，，..『
目

副

知j

受
験
資
絡

昭
和
刊
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
臼
年
4
月
1
日
ま

圏圏昌司

集
い
に
は
、
日
ご
ろ
在
宅
で

寝
た
き
り
老
人
な
ど
の
介
護
を

し
て
い
る
皆
さ
ん
約
二
十
人
が

参
加
。
高
志
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
の
専
門
員
や
黒
部
保
健

所
の
保
健
婦
、
町
の
訪
問
看
護

姉
か
ら
健
康
や
介
護
に
闘
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
や
実
技
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
介
護
者
自

身
が
考
案
し
た
介
護
法
に
つ
い

て
互
い
に
情
報
交
換
す
る
な
ど
、

ゲ
ー
ム
も
交
じ
、
ぇ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

意

U
H

歩
ぽ

鴨

川

、』

日

行

げ

L
輸

相

蹴

．

’

ー
か
＠

叶

、V』
L

’ァ－

H
H

f

・4

一リ

ムH
V

か－

M

け
門
あ
穐
d
6
5
山
一

－〈

副

町

司
－

o とく名さんから

:l,000円

。荒川4丁目 玉島一縫さ

んから亡父邦博さんが生

前お世話になったお礼と

して 100,000円

。中草野佐渡正雄さんか

ら亡妻八重さんの香典返

しの一部 100.000問

。富山県移動潟業組合さん

から 10.000円

経
一

護
一＆
一急
習
一講一

片

入

一

部

匂

一

長
h
F

家庭での

香

家
庭
で
の
看
護
法
や
救
急
法

を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

日
赤
朝
日
町
分
区
が
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
講
習
会
を
聞
き
ま
し
た
ν

6
月
8
日
と
7
月
7
日
の

2

回
コ

l
ス
で
開
催
さ
れ
た
鵠
習

会
に
は
、
延
べ
で
約
五
十
人
が

賛
助
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す

町
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
地

域
福
枇
の
向
上
を
め
ざ
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
や

福
祉
機
器
の
貸
し
付
け
、
ひ
と

り
ぐ
ら
し
老
人
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

チ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
助
金
制
度
は
、
会
員
に
な
っ

で
に
生
ま
れ
た
入

試

験

日

叩

月
9
日
制

申
込
み
受
付
け
期
間

8
月
刊

日
幽
か
ら
9
月
2
日
樹
ま
で

閉
会
せ

宮
山
刑
務
所
庶
務
課

（宮
0
7
6
4
H
m
H
3
7
4

1
）
へ
。催

し

ーふ
る
さ
と
川
魚

つ
か
み
ど
り
大
会

朝
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
朝
日
内
水
面
漁
業
協
同
組
合

は
、
今
年
も
次
の
と
お
り
川
魚

の
つ
か
み
ど
り
大
会
を
開
き
ま

す
。
当
日
は
ア
ユ
や
イ
ワ
ナ
、

ヤ
マ
メ
を
数
多
く
放
流
し
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
く
だ
さ

・
uv日
時

8
月
日
日
出
午
前
日
時

か
ら
日
時
初
分
ま
で

場
所

桜
町
小
川
橋
詰

参
加
費

無
料

そ
の
他

つ
か
み
ど
り
は
綾
子

自
由
採
捕
と
し
ま
す
が
、
チ
供

は
小
学
生
以
下
。
た
も
等
は
使

用
し
な
い
よ
と
と
し
ま
す
。

－

ふ
る
さ
と
講
演
会

日
時

8
月
M
円
倒
午
後
2
時

か
ら
3
時
却
分
ま
で

場
所

朝
日
町
役
場
4
階
大
ホ

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
会
貨

を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
そ

の
利
息
を
財
源
と
し
て
地
域
福

祉
の
充
実
に
役
立
て
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

会
費
は
l
人
l

H
（

1
0
0

0
円
）
以
上
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
。
病
人
や
お
年
寄
り
の
肴

波
法
を
は
じ
め
、
出
心
者
を
医
師

に
見
せ
る
ま
で
の
応
急
手
当
て

や
止
血
、
人
口
呼
吸
法
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
や
リ
方
な
ど
を

実
技
を
交
じ
え
な
が
ら
学
び
ま

し
た
。

留軍E

ボランティア
を

募集レま宮

知
的
陣
容
を
待
つ
人
た
ち
の

就
労
の
場
と
し
て
、
今
年

4
n

に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
こ
す
も
す

福
祉
作
業
所
」
で
は
、
ブ
ム
製

品
の
型
抜
き
や
集
束
、
搬
送
作

業
の
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

作
業
日

月

・
水

・
木

・
金
の

各
阻
目
、
午
前
9
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
（
い
ず
れ
か
半
日
で

も
可
）

場
所

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
内

『
、
」
す
も
す
福
祉
作
業
所
」

申
込
み

・
閉
会
せ

朝
日
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
朝
日

町
社
会
福
祉
協
議
会
内
官
邸
H

0
5
7
6）
へ
。

構｜祉｜豆｜事i典｜⑤
生活福祉資金貸付制度

低所得世帯や身体障害者

世帯の経済的自立と生活意

欲を助長するとともに、そ

れらの世帝の生活の安定を

図るため、援助指導や必要

な低利息 ・無利息の各種資

金（更生、身障者更生、生

活、福祉、住宅、修学、療

養、災害援護）を貸し付け

る制度のこと。

この資金を借りるには、

町社協に申込書を提出した

うえで、県社協で審査決定

を受けることが必要です。

事！I童
求人職権 年齢 賃金 性別

税調陸場所 採用 資絡絵験
番号 円 休 日 人数 免 Z干等

自動機傑作
18才～ 132,SOO～ 

男
羽田町道下

5 
不問

40才 202, 500 白土祝

2 土木筋エ管理士 22才～ 150,000- 男
羽田町三役相暗 土本経工管理士

so才 250,000 臼祝、第2・4土曜 2 

3 営 署長
20才一 180,000-

5号
朝日町道下 ;;;z拝以よ

40才 250,000 問、その他 替通免許

4 大型運転 手 23才～ 220,000～ 男
朝日町；a 大型免許

so才 ?S0.000 日、 m2・4土端

5 試験室係 22才～ 160,000- 5号 朝日町笹川 経験有るbの
so才 260,000 日祝、第2・4土棚

2 

6 事事 燥 エ
so才 172,800 男

朝日町大E震度 不問
60才 日祝、第ト2・3土am

7 謝料助手
18才 135,000～ 

女
朝日町泊

糊高校（君卒臨程結度） 40才 150,000 日祝

8 草色 製 エ
46才 120,000～ 

女
朝自町桜田7

6 不問以下 130,000 日祝、その他

9 看護婦手 20才～ 203,000- 女 朝日町道下 3 正‘；量看護婦免許准看綾婦 40才 223,000 遡 2日指定日

10 土木作業員 20才一 170,000～ 男女 羽田町ニ枚橋 5 
不問

60才 300,000 自守兄、第2・4土曜

平成6.芋8月分ホット求人情報ー
レ
講
師

渡
辺
洋
氏
（
朝
日
町
境

出
身
、
元
労
働
省
中
央
労
災
監

察
官
室
長
、
現
在
社
団
法
人
日

本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
神
奈
川
支
部

常
任
理
事
）

演

題

「

労
働
時
間
と
中
間
管

理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』

入
場
は
無
料
で
す
。
そ
ろ
っ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

－U
タ
l
ン
・イ
ン
・
と
や
ま

U
タ
l
ン
希
望
者
と
企
業
（
約

1
0
0社
）
と
の
個
別
商
援
を

主
体
と
し
た
「
第
1
回
U
タ
ー

ン
・
イ
ン

・
と
や
ま
」
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
を
利
用
し
、
い
ろ
ん
な
U

タ
l
ン
情
報
を
つ
か
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

8
月
日
日
出
午
前
即
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
所

テ
ク
ノ
ホ
l
ル
（
富
山

産
業
展
示
館
）

問
合
せ

富
山
県
職
業
安
定
課

一胤
用
対
策
係
（
宮
0
7
6
4
H

制

H
4
5
6
4）
へ
。

tn主主こち

i~ 

合＇；聖人情報由貿褒Jむ こ叩＇）I胃下~い．〈商工観光線カウンターに展示｝
合〈わしいことは‘魚輝公共事量韓安定所納自分：＆： ft82-0198へお問い合杓ぜ〈だ§い．

① 匂

田園田四国

El 



圃圃司薗

－

朝
日
町
民
コ
ル
フ
大
会

日
時

9
月
お
日
側

場
所

棚
山
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ

参

加

資

格

町
内
在
住
ま
た
は

勤
務
省

参
加
費

3
0
0
0同
（
プ
レ

ー
代
は
別
）

申
込
み

町
内
の
各
金
融
機
関
、

朝
日
町
商
工
会
、
小
川
ゴ
ル
フ
セ

ン
タ
ー

へ。

問

合

せ

朝

日
町
商
工
会
｛
宮

部
H
2
2
8
0）
へ
。

くらしの情報室

L旬開εIγzfoγmαtio制

お
知
ら
せ

’

町
の
宅
地
を

，

販
売
し
ま
す

1=m＝位属医署長笹制；梅田・刷I岨

場 戸庁 区画 面積 I詳 ｛面

①三浦町地内 2 389.14m' 42, 350同／m•

②幸 IDT地内 1 289.22m' 49,500円／m•

③清水町地内 1 371.64m' 37,870問／耐

④本 111r地内 1 241. 48m' 70. OOOFY/ m• 

・販売場所・面積等＊ 
青少年育成県民運動推進指導員
一一ご存じですか？ あなたの地区の指導員一一

推進指導員は、地域に根ざした背少年脊成県民総ぐるみ運動

の推進役として、各地区に l名配置されています。

青少年の育成に関する相談ごとがあれば、お近くの指導員に

気軽に戸をかけてください。

販
売
条
件

3
年
以
内
に
怨
物

を
建
築
す
る
こ
と

申
込
み
受
付
け
期
間

8
月
凶

日
同
か
ら
凶
月
日
日
閃
ま
で

申
込
み
・
閉
会
せ

役
場
財
政

課
管
財
係
（
宮
内
線
2
1
0）

へ
。申
込
み
多
数
の
州
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

’

百
河
豚
美
術
館

，

開
館
記
念
無
料
招
待

百
河
豚
美
術
館
で
は
開
館
記

念
と
し
て
、
今
年
J
U
次
の
と
お

り
美
術
館
無
料
招
待
を
実
絡
し

ま
す
。

期
間

8
月
日
日
出
か
ら
同
日

仰
ま
で
の

3
日
間

対
象

『広
報
あ
さ
ひ

8
川
号
」

持
参
の
方
と
問
伴
者
2
名
の
計

3
各
ま
で

問
合
せ

百
河
豚
美
術
館
（
官

邸
H
0
1
0
0）
へ
。

’

介
護
サ
ー
ビ
ス

，

技
術
講
習
会

期
日

9
月

6
日

ωか
ら
は
月

日
日
幽
ま
で
（
詑
回
コ
l
ス｝

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所

滑
川
市
働
く
締
人
の
家

内
容

ホ
ー
ム
へ
ル
パ

1
2級

諜
程
修
了
程
度
の
知
織
と
技
術

の
溜
得

対
象

再
就
職
を
希
望
す
る
主

婦
等

〈
〉
お
世
話
い
た
だ
く

指
導
員
の
皆
さ
ん

水
島
搬
吾

竹

林

悟

小
塚
弘
道

村

部

実

古中
東
時
失

畑

良

造

雨
茂
常
人

江
淵
弘
文

山
崎
良

一

石
橋
芳
和

境
地
区

宮
崎
地
区

笹
川
地
区

泊

↑
区
地
区

泊
二
区
地
区

泊
三
区
地
区

五
筒
庄
地
区

南
保
地
区

山
崎
地
区

大
家
庄
地
区

。
指
導
員
の
主
な
活
動

ー、地域ぐるみ管少年育成

推進体制の整備

2、「家庭のB」の等及な

ど背少年育成思想の普及

3、青少年活動・グループ

活動の奨励・援助

4、地域環境の浄化活動

町の工事発注状況（5附問以上）

ーこのコーナーは開I机札を行ったもの同級していますー lF1u 
<H6.6.1～6 30> 

工 ~~ 名 場所 完予成定 筋金 負吉員 業 者 担当線

￥月日田T消防｜型第 4分間 6年
l'I 
徐式会社

消防ポンプ自動車車庫新薬工事
i';[ff 
8月
6,983,400 

i白木工 所
消防箸

総合裂林業機造改普事業
笹川
6年
26,883,000 

株式会社 農林

林道四倉谷線開設工事 11月 竹内組 水産量課

林業1長孫;tf主基盤整備事業
南i呆
6年
20' 136,500 

姪谷建設工 ~林
林道石谷 ・谷線改良工事 11月 業J徐式会社 水産課

林業集fttJ.E住悲~強«ft卒業
笹川
6年
5,150,000 

小川雄鍛工 農林

t設4単線告ll裂j工事 7月 業株式会社 水産課

林業集fit定住基悠務備事業
笹川
6年
8,240,000 

小Jll建設工 農林
笹川山の手線舗装工事 8月 業株式会社 水産主諜

林業集？再定住悲費量繁術事業
南｛呆
6勾三
5.345,700 

折谷工業 ~ 林

林道主導長線改良工事 9月 株式会社 水磁器量

定
員

初

名

受
講
料

鉱
山
料
（
た
だ
し
教
材

費
は
自
己
負
捌
）

申
込
み

8
川
9
H
閃
か
ら
8

月
幻
日

ωま
で
に
滑
川
市
働
く

締
人
め
ん泳
（
宮
0
7
6
4
H
九

H
5
7
8
0）
へ。

期
間
中
に

由
申
し
込
み
さ
れ
た
人
の
中
か
ら

選
考
と
な
り
ま
す
。

「
歯
の
健
康
児
」
を
表
監
事

保
点
け
所

・
学
校
内
的
科
検
診

で
む
し
耐
の
な
か

っ
た
次
の
皆

さ
ん
日
名
が
町
か
ら
表
彰
さ
れ

ました。

・保育所（きく組）お名

境笠宮乃宮崎加総

菜摘泊東部野間恭佑、

佐渡折口太朗、花城直道泊

中部長木啓殿、金井市世皇、

筒井楽里奈、住吉沙織、寺

田瑞穂、古市寛子、追分那

奈、長能美咲泊南部吉

沢・友皇、渋谷秋音、高村悠

桜町仙名健次、吉田充那、

深見ゆい西部士口江宏之、

焼幡香家子商保中山大

樹、谷朔太、土弁夏樹、湾

総百塁香小川北山早苗

山崎大弁智帆、赤川果歩、

谷口矧平、古市和人大家

庄坂口和志、大久保伸一、

右弁秋穂

－小学校（6年生）げ名

さみさと高階勇大、彼

＊川硲司、双川綾子、平崎瓦

生活必需昂価村：
7月 分 （毎月10日現在調盗） t怯~i\n 

‘地：；；；.

ロCJロ 名
平 均 ｛漏 絡

7月 前月比 前年同月比
ti ソ ン
石 （掛'i~ I e) 131 I I 

ifll -tr i山
電量 （画己途1sel 995 1 + 16 

日 L p 対 ス
( 5 m') 3.124 ー 32 ＋ 7 

tι． ’ rfr Jlj HI: ~I 
ト1 （中性《光州l600me)

256 ー 1 ＋ 1 

111 ティ シ ュ ペ パ－ 167 ｜！？マ ＋ 8 
(400枚·~幸町入り）

n・4n トイ レットペーパー ヨ'Ltf
｛放紙oール 4{問組） 442 - 61 

t亙パ 〉

（普通：.~.6枚人り） rut 
- JO 

力ll マ ガリ ン
(450 p; I箱）

＋ 3 

」よ しょう 1由 557 
cueぺy トボトル入り） 1 - 15 

食
サラダ油

336 ＋ 3 
（ポリ宅事務700g入り）

- 84 

ヒ ヲ ，台、、
~ （らめんl丁） 102 1 4 

干し
( I eノマ.，7入リ） 249 - 13 7 

除l
月：同（中肉むら100g) 26 + 18 

~t H玩 I~ 、5五~ 13 
（中肉もも100g) + 17 

定j だ命 卵
虫干 (Mサイ

186 ー I + 23 

i豆、ュ， 、'!{ 
（将i品，r.t.l kg) 205 + 36 + 27 

食 ｛ま れ L、 し よ
（普通品 lkg) 268 - 70 + 19 

キ ヤ ""  4・ ・7 (;1~ -。口,,., （平年i盈，•；；， 1 kg) 5 ー 170

人 参~ <•IJ'iliJ,•;,•, 1 kgl + 65 + 54 

. 
' 

8月ア回目は
朝日町議会議員選挙の

投票日です。
任期満了！こ伴う弱日町議会議員選挙が8月7日胞
に行われる予定です。この選挙は私たちが町政に参
加する費量も身近な選挙ですから、みんなそろって投
票しましょう。

日月はr電気使用安全月間」です。姫
、
金
山
由
美
子

五
箇
圧

河
村
聖
子
、
南
茂
依
央

南
保

吉
田
普
也
、

宇
田

一
美

山
崎

久
保
田
静
児
、
牧
野
康
宏
、
中

野
由
紀
子
、
水
野
党
子
、
酒
井

勝
子
、
中
野
朋
子
、
水
野
佳
世

大
家
庄

藤
田
利
也

－
中
学
枝

（
3
年
生
）
日
名

五
島
彩
、
松
本
由
紀
江
、
間

部
絵
美
子
、
坂
藤
利
文
、
寺
崎

礼、

符
越
直
人
、
松
倉
智
紀
、

河
端
硲
美
、
竹
中
僚
子
、
五
十

嵐
和
人
、
川
西
純
公
、
中
島
智

美
、
古
沢
朱
季
子

育段を目指して

直二軍
・ 出

有 3ヒ無籍
段分ン先一
者でト自．

0 ~ ：！：平語
、§ 7 
1ナ 手帯
分 市 ま公

民主で是
で 樹

IDI 

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（
古

田

H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

森
の
朝
が
川町

き

依

初

’

r

ス
ニ
ー
カ
ー
を
洗
い
な
が
ら

泌
人
口
恵
子

重
弁

滋

高
橋
似

一
郎

東
京
パ
カ

ッ
花

正
義
の
見
方

知
の
技
法小
林
泌
犬

・
船
曳
佳
夫

ア
ー
ト
の
桜
り

カ
ー
ル
ス
モ
｜
キ
l
rn
斤

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
手
記

（
上
下
）

ポ
リ
ス

・
エ
リ
ツ
ィ
ン

脊
き
日
の
山
内
本
百
A
ロ
チ

u
T
容

の
旅
立
ち

ト八
森
山
吋
閉
山
チ

（
小
説
）

大
切
・
怖
を
め
ぐ
る
じ
人杉
山
中
何
千

水
畑
道
子

仰
向
品
蝶

名
探
偵
の
挑
戦
状
森
村
誠

一
他

ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
（
第

1
部
、
第

2
部

）

村

上
春
樹

地
ド
街
の
雨
山
内
部
み
ゆ
き

．
九
一一一
山
一
年
冬
｜
乱
歩久
肌
光
彦

フ
レ
テ
リ
y
ク
・

フ
ォ

l
サ
イ
ス

同
仰
の
本

圃．
同
窓
会

山
加
邦
子

機
関
率
先
生

伊
集
院
静

O
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

'ti ~ 北陸電力

『あ
ゆ
み
』

境
小
学
校
創
枝
問
周
年

・
開

校
記
念
事
業
実
行
委
員
会

本
の
紹
介

『伊
集
院
大
介
の
新
冒
険
』

栗

本

薫

新
興
住
宅
地
か
ら
、

二
つ
の

死
体
を
残
し
て
主
婦
と
娘
が
消

え
た
。
そ
れ
ま
で
互
い
に
無
関

心
だ
っ
た
住
人
た
ち
が
、
事
件

の
情
報
交
換
を
し
始
め
る
姿
を

眺
め
な
が
ら
、
伊
集
院
大
介
は

何
を
想
う
の
か
。
短
篇
七
作
を

収
録
し
た
、
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。

四

五

六

七

八

九

置亙函． 
10す ヒ
分 。ン

でト
2 ：出

縄 手題
5 捨
分 て 九
で 駒 E主
ニか

段 ら北
持 。 始 ー
駒 ま ・l

リ畠
角 ま男
｛桝符は17べ－；：）

4 

苓 銀 主 曇

7句銀 潜

老長

歩 金

2 3 5 6 

・8
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愛
の
献
血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（
6
月
実
純
分
、

合
印
は
制
叫
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
捌
叫
献
血
者
｝

境
地
区
会
水
鳥
明
香
、
A
H
水
島

マ
ト
ム
、
※
水
鳥
兼
輔
、
水
島

正
代
、
山
崎
美
谷

宮
崎
地
区

会
話
殺
陽
子
、
A
H
金
子
道
代
、

大
平
千
保
美

笹
川
地
区
公
折

谷
茂
雄
、
寺
田
あ
ゆ
み

泊
地

区
公
河
村
厚
子
、
会
沢
本
向
指
八
、

A
M
篠
間
春
子
、
A
H

下
様
相
菜
、

会
ド
沢
治
樹
、
食
中
陣
滋

一
郎、

A
H
浜
田
直
昭
、
ムM
水
島
利
子
、

A
H
室
辰
明
、
A
H
大
和

一
雄、

会

吉
田
忍
、
A
M
米
国
正
克
、
※
回

⑧⑧⑥⑨⑦⑧⑧⑧ 

8月の各種相談。時間 ロ会場

1日 裁判所出張調停相談
（月） (99:00～16:00 ロ縞祉センター

2日 心配ごと相談
（火） く5)13:00～16:00 口抗祉センター

9日 心配ごと相談 ・家庭児童相談
（火） ①13:00～16:00 ロ福祉センター

10日 社会保険出張相談
（水） (910:00-15:00 ロ役場会議室

17日
心配ごと相談・行政相談

人権相談・税務相談
（水）
①13: 00-16:00 ロ福祉センター

心配ごと相談

23日 (913:00～16:00 ロ福祉センター
（火） 交通事故相談所巡回相談。io:oo～15:00 ロ黒部市福祉センター
24日 社会保険出張相談
（水） 。10:00～15:00 ロ役場会議室
30日 心配ごと相談
（火） 。13:00～16:00 ロ福祉センター

中
み
か
子、

※
平
野
清
彦
、
※

米
田
兵
弓
、
※
稲
葉
宮
雄
、
魚

住
智
子
、
岡
林
ま
ゆ
み
、
亀
谷

富
子
、
事
東
武
志
、
笹
川
敬
子
、

烏
由
美
子
、
烏
回
数
美
、
谷
口

明
美
、
中
村
裕
子
、
長
谷
美
樹

紀
、
平
田
友
成
、
森
君
江
、
山

下
洋
子

五
箇
圧
地
区
公
安
逮

祐

一
、
A
M
金
沢
正
道
、
A
H
佐
波

俊
成
、

A
M

土
屋
問、

会
浜
川
英

子
、
よ
M

成
田
容
子
、

A
H
古
本
弥

彦
、
A
H
t
口
弁
秀
樹
、

A
H

士
ロ
江
徹

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

由 松1
士首竺t も
保・と
健恒2
長子こ

自
と
な
る
も
の
で
す
。
偏
食
を

せ
ず
、
栄
後
価
の
一目的
い
も
の
を

腹
八
分
自
に
食
べ
る
こ
と
が
な

に
よ
り
大
切
で
す。

ご
は
ん
や
バ
ン
、
麺
矧
な
ど

の
主
食
と
主
薬
に
な
る
肉
や
魚

な
ど
、
さ
ら
に
副
業
の
野
菜
サ

ラ
ダ
や
煮
物
を
と
り
そ
ろ
え
る

よ
う
に
心
が
け
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
恥
を
し
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
す
ぐ
れ
ら
の
一
品

料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ば
の
焼
き
づ
け
（二
人
分
）

さ
ば
は
紫
焼
き
に
す
る
。
野
菜

や
さ
し
い
食
事
H本人の平均券命が伸び

「元気で長生き」、人生前年

時代。元気の淑といえば、ま

ず大切なのは毎日の食事で

す。食いやはJ日の大きな節

事 業 名 月 日
〆3企E.. f務

（対象者等） 受付時間

胃がん検診 8月26日掛
（五箇庄地区） 。8:30～9:30

五箇庄公民館
子宮・乳がん検診 8月260 (ih1 

（五箇庄地区） 。13:15～14:00 
機能訓練 8月23El (:k) 

保健センター
｛月iる卒中後遺症者） ①13: 00-13: 30 

心の健康相談
8月 1日（月）

黒部保健所
けらします。＜n52・1224) 。13:00～13:30
痴呆性老人の相談ら受けます。

子育て教室 8月17日休）
［午後l～2か月のあかちゃl。13:30～13:40 保健センター
んとおかあさん ※ 

3か月児健診・脱臼検診 8 J'J 30 IJ (:k) あさひ総合病院

(6年5丹生まれ ※） ①13:00-13:30 援形外科

4・5か月児健診 8月23l::J （火）
保健センター

(6!.:f.3月生まれ ※） 。9:30～io:oo
1歳児健診 8 H 9 llW 

保健センター
(5>H、7月止をまれ※｝ 。13:00～13:30
3歳児健診 8 J-:11811 (;;!¥) 

保健センター
(3年4、5月生まれ※） (H3:oo～14:00 

育児相談 8月17IJ （村
保健センター

（希留者※｝ 。9:30～i1:30
①健康体操教室及び健康栂談（いずれも希望者）は、 8月の毎週金縫日午前9

時30分から保健センターで、健康相談は毎週火曜日午後 ｜時30分から老人福
祉センター（ 8月16日火曜日は休み）。

8月17臼l立基幹集落センターでも行っています。

※母子手l帳持参

『ラジオ体操行われる』

戦後、夏休みになる
と各町内毎にラジオ体
操が行われた。子供達

の服装も懐かしい。
（神田新地前にて昭和

27年ごろ）

※
荒
木
陽
正
、
※
永
井
箆
紀
子、

※
永
井
ぷ
隆
、
板
雅
美
、
大
久

保
恵
美
子
、
沢
田
英
美
子
、
長

弁
佐
智
子
、
西
村
元
子
、
萩
原

慎
二

南
保
地
区
会
よ
回
盟
、

A
H

坂
藤
悦
太
郎
、

会
清
水
義
則
、

食田
畑
地
安
之
助
、A
H

山
本
清
作
、

※
川
上
誠

一
、
勝
原
成
人
、
川

上
兵
由
美
、
柳
沢
幹
子

山
崎

地
区
合
大
会
敏
子
、
会
久
保
田

良

一
、
食
水
野
利
博
、

※
九
回
品

瑞
忠
、

※
水
野
登
美
子
、
秋
山

利
子
、
内
市
茂

大
家
庄
地
区

A
H

上
杉
信
哉
、

A
H

工
藤
宏

一
、

会
沢
田
孝
樹
、
会
清
水
誠

一
、

A
H
右
弁
康
紀
、
清
水
規
明
、
臨時

間
雄
治
、
松
田
ま
さ
み
、
吉
田

智
和、

吉
野
久

一
、
吉
野
幸
雄

（
以
上
例
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
橋
向
町
の
間
部
マ
サ
エ
さ
ん

か
ら
間
部
品
傍
治
作
版
画
1
点

今
月
の
納
期

町
県
民
税
（
第
二
期
）

は
そ
れ
ぞ
れ
千
切
り
に
し
、
油

で
妙
め
、
大
恨
お
ろ
し
と
和
え

る
。
昨
と
し
よ
う
油
で
調
味
し
、

さ
ば
を
初
1
初
分
つ
け
る
。
こ

の
料
理
は
喬
ば
し
さ
と
野
菜
の

風
味
と
酸
味
で
減
坂
効
果
を
高

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

cit 
鯖の焼きづけ（ 2人分）

さLf・・・・… ....・ e・・・・・2切
ピーマン………….1仰
人参……・ H ・a・－一l'5本
F.ねぎ…・ － 一l12flA) 
illl・・・…… 日 ’j、さじ2
大俗おろし カ yブI2 
両t ....・・・・・・・kさじ2
しょうゆ 大さじl

塩分 l人分 1.4 g 

お盆のごみ収集

お盆は、ごみ収集ガ休みになります。

8月14日（日））
8月15日（月） ｝の3日間は体みです。
8月16日（火）) 

8月17日（水）から平常どおり収集しぎす。

一一 『写真で見る朝日町のう

つりかわりJより

あ
さ
ひ
総
合
病
院

第2・第4土r眼目は外来

休診（試行）です。

内心忠は夜間・休日を問わ

ずM時間いつでも受け付
けします。

古田11160

休日救急診療当番医 諮雪喜一午後四
8月ア白臼） 高桜医院 宮町一0010

8月 14日（日） 坂東病院 nss-22ss 

日月15日開） 松倉医院 n82-0051 

8月 16日υ。丸川病院 ft83-3391 

B月 21日日） 寺崎医院 宮 82-1118

8月四日（日 橘 医 院 古田－0791

ガソリンスタンド休日当番店

8月7日（日） 朝日石油 合82-0661

8月14日（日 全店営業

8月21日臼） 大谷石油 H82-0703 

B月28日（日） 浜岡商店 H82-0578 

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
答

〈結義正解＞ !!.¥ 1のツケが初予、『I2 

以下のlKfi（には県7まででてHナカ子。
J唱lで3からJj(めるグH;t、fI 7、！日 l、
,_, 4と.ffたitうまくいかなも」

〈詰将棋正解＞ 3・向、，，；） 1;.. 4 . fl1 
成、 2 ・=Fi.、2 -.j}IJ車、1.;1E. 3一馬、
2 '・ I；、 3三銀成、 Joi]I;., 31司令まで
11 r」占的．
〈解脱〉 持勝jのJH・Hち的てて 4-f句
成｛品、好手順といえます.4 1司令な
ら、 JiOJ銀で容易なお.1.. 5 f.11の提H命
てと 9干IIの銀輪て!j. リズム悠のあ
る~t.JI:な収束と思います．

(!:ii胞は！：≫へージ）

組調
宮54-0731所在地／黒部市消防署向側診療時間／午後7時～午後11時診療日／日曜日・祝日ー 新川地区休日夜間急患医療センター

llfl 



あなたの回りの身近な話題を待っています（ft83-1100内線204）ヘ。

七
け
か
ら
何
週
日
限
H
、
新
鮮
な

野
菜
や
漬
物
な
ど
を
販
売
す
る
「
朝

ど
り
市
」
が
町
の
歴
史
公
園
の
広
場

で
附
か
れ
て
い
ま
す
。

ょ
の
市
は
、
朝
日
町
農
村
婦
人
グ

ル
ー
プ
述
給
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
輪
を
広

げ
よ
う
と
食
倒
し
た
も
の
で
、
新
し

さ
と
値
段
の
安
さ
が
先
り
物
で
す
。

当
日
の
判
に
取

っ
た
ば
か
り
の
タ

マ
ネ
年
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト
な

ど
旬
の
野
菜
に
、
会
員
が
手
作
リ
し

た
み
そ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
漬
な
ど
が
並

ん
で
い
る
と
あ

っ
て
、
毎
回
十
時
の

間
凶
前
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
で
大

盛
況
。
近
く
の
不
動
掌
追
跡
な
ど
を

訪
れ
る
観
光
客
に
も
新
鮮
な
お
土
産

と
し
て
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

元気な笑顔は町1番
一一 吉江みつタんが白寿に 一一

町
の
最
高
齢
者
、
古
江
み
っ
さ
ん

の
臼
寿
（
九
十
九
歳
）
を
祝
っ
て
七

月
八
日
、
魚
津
町
長
ら
が
古
江
さ
ん

が
入
所
中
の
「
有
磯
苑
」
を
訪
れ
、
祝

い
状
と
羽
毛
布
団
を
贈
り
ま
し
た
。

吉
江
さ
ん
は
明
治
二
十
八
年
の
生
ま

れ
。
け
必
が
弱
く
耳
が
少
し
遠
い
ほ
か

は
、
い
た

っ
て
元
気
。
町
長
が
「
ま

た
来
年
、

｝n誕
の
お
祝
い
に
ま
い
り

ま
す
か
ら
お
述
析
で
」
と
戸
を
か
け

る
と
、
元
気
な
笑
顔
で

「
あ
り
が
と

う
」
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

広報係では，& Topics News 

出舗の注支に応じま守
一一あぎひ総合病院が「出前健康講座」

住
民
の
皆
き
ん
に
健
康
づ
く
り
や

病
気
の
予
防
、
治
療
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
あ
さ
ひ
総

合
病
院
が
六
月
か
ら

「
出
前
健
康
講

旅
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

病
院
で
は
四
年
前
か
ら
院
内
で
「
心

臓
病
教
室
」
や

「糖
尿
病
教
室
」
な

ど
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
出
前

餓
雌
は
住
民
か
ら
の
要
踏
を
受
け
、

病
院
の
外
へ
山
山
て
終
極
純
肢
を
附
く

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
。

N
叫
以

外
は
依
聞
で
も
出
前
に
応
じ
、
テ
ー

マ
も
お
担
次
第
。
山
寸
門
の
似
川
や
石

川縫
い刷
、
回
僚
技
＋
－uな
ど
が
出
向
く
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

論
附
は
約

－
叫
川
川
利
広
で
、
ス
ラ

イ
ド
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
使

っ
た
陳
談

合
形
式
の
気
軽
な
ス
タ
イ
ル
。
ス
タ

ー
ト
け
十
々
、
外
地
区
か
ら
ず
約
一
正
文

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

に
耳
、
わ
い
ν
を
祈
願

ー
ヒ
ス
イ
海
町
在
滝
聞
き
｜

ヒ
ス
イ
海
岸
（
詰
崎

・
境
海
岸
）

の
海
聞
き
が
七
月
十
日
に
行
わ
れ
、

関
係
者
約
二
十
人
が
今
年
の
海
の
に

ぎ
わ
い
と
安
全
を
祈
り
ま
し
た。

ヒ
ス
イ
海
岸
は
、
県
が
行
っ
た
水

質
調
査
で
最
も
き
れ
い
な
「
A
A
」

ラ
ン
ク
と
判
定
さ
れ
た
、
県
内
外
に

肉
仙は
で
き
る
美
し
い
海
岸
で
す
。

冷
夏
に
泣
い
た
昨
年
と
違
い
、
今

年
は
持
い
哀
が
期
待
で
き
そ
う
な
気

配
。
多
く
の
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う

と
い
い
で
す
ね
。

艦訓

ス
ポ
ー
ヴ
A
m
楽
し
hv満
喫

朝
日
の
象
徴

朝
日
川
の
シ
ン
ボ

ル

北
ア
ル
プ

ー
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
久
会
｜

町
の
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
七
月
三
日
、
勤
労
背
少
年
体
育
セ

ン
タ
ー
で
附
か
れ
ま
し
た
。

今
回
で
第
八
回
を
迎
え
た
今
年
の

大
会
に
は
、
身
体
に
ハ
ン
デ
を
持
っ

た
人
た
ち
と
そ
の
家
族
な
ど
約
八
十

人
が
参
加
。
「
出
た
と
こ
勝
負
」
や

「
輪
っ
こ
く
ぐ
り
」
「
ミ
ニ
ゲ

l
ト

ボ
ー
ル
」
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
で
趣
向
を

凝
ら
し
た
競
技
九
種
目
に
熱
戦
を
展

開
。
に
ぎ
や
か
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

ス
利
口
氏

!Ill 

－t
、
，t
’’b
u“
 

グ〉

111 

IJIJ 

き
A

双
山
会
が
六
川
・
十
一h
，H
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

登
山
会
に
は
今
年
も
群
馬

な
ど
叫
外
者
を
〆ke. 
め
百

人
カゼ平i
参 川

，、、

1
1
6
人

朝
日
岳
山
開
き
登
山
会

｜
｜

加
。
小
川
出
ぷ
兄
助
で
入
山
式
を
行

っ
て
か
ら
パ
ス
で
北
X
小
出
に
移
動
。

イ
ワ
ナ
の
記
念
欣
流
と
テ
l
プ
カ
ッ

ト
を
し
た
後
、

一
山
に
け
ぷ
る
料
紙
め

れ
弘
山
道
を
一足
気
に
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。
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あ
ーヨ月 E扇表 I~~，司
ピーチポールで健康づくり

務翠カップ

ビーチボール全国大会

l議謹｜
女

橋ピ

本t f憂
明~ fnl' 

7 

j台ι東 .！.! 
京；8 
園 2×
立たi
；斤 三 l
花Hl:l6 
美 f~ 十
待lj~.； 
館 工M・
磁作本
彩

色

で
1
9
0
4
年
（
明
治
幻
年
｝

J

r
1
1
9
9
1
年
（
平
成
3
年
）
」

女
優
、

竺
W
8

・6sヲニ

同
葉
子
を
モ
テ
ル
と
し
て
描
い
た

作
品
で
あ
る
。

切
れ
長
め
闘
に
大
き
な
鵬
、

却
す
じ
の
と

以

お
っ
た
品
、
き
り
り
と
ひ
き
し
ま
っ
た
U
も

Jω

と
。
シ
ル
ク
の
布
地
に
、
ガ
チ
ョ
ウ
の
羽
根

円

を
あ
し
ら
っ
た
ド
レ
ス
に
の
び
や
か
な
安
感

吟

を
つ
つ
む
。
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
を
基
調
と
す

る
倍
腿
な
色
彩
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
洗
練
さ

れ
た
引
代
久
性
を
し
っ
と
り
と
揃
い
て
い
る
。

uト小
川
家
橋
本
則
的
は
‘
品
川
畑
山
川
、
浜
間
市

に
生
ま
札
る
。
附
和
六
年
来
京
美
術
学
校
を

卒
業
後
、

研
究
科
へ
進
み
松
岡
映
丘
に
師
いや

す
る
。
昭
和
四
卜
九
年
文
化
勲
章
を
受
註
す

る。
暢
め
て
め
ず
ら
し
い
明
快
な
形
態
、
華
麗

な
色
彩
と
独
特
の
太
い
輪
邦
線
と
章
一
一
以
な
構

成
、
大
和
絵
の
伝
統
を
ふ
ま
え
た
脱
代
の
け

本
州
を
川
き
別
代
n
L
4
耐
の
抽
出
怖
の
．

仰

を
占
め
る
存
侃
で
あ
る
。

7月17日、 18日の両日、新し

く完成した町の文化体育センタ

_ rサソリーナ』て、町制施行
u ~／） 

40周年記念 f＂萎翠力ツブ”ピ ー

チボール全国大会』が開催され

まじた。

健麗づくりを目的！と60歳以上

の方々 を対象！こしたこの大会に

は、東京都や京都府など県内外

から男女31チーム、 183人の選手

が参加。『期待i乙胸Z、くらませ

て……友情をふくらませて……

夢をふくらませて…」を合り言葉

に、試合や歓迎レセプジョンな

どを通じて楽しく交涜、ピーチ

ボールの輪を広げました。

｛ ※成鎖l.ilOページに fl,)~北 ）

V
七
月
九
日
、
さ
み
さ
と
小
学
校
笹

川
教
場
・一
階
に
あ
る
笹
川
地
灰
公
民

館
で
、
「
国
際
ル
一ド
端
会
峨
」
と
組
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
会
識
が
附
か
れ
ま
し

た
。
企
両
し
た
の
は
、

町
の
芸
術
文

化
活
動
の
仕
掛
人
グ
ル
ー
プ
「
え
ん

ど
れ
す
朝
日
」
。
こ
の
日
は
魚
津
、
黒

部
の
両
市
と
朝
H
、
入
持
、

宇
奈
月

の
三
町
に
住
む
若
者
や
外
同
人
な
ど

約
二
十
人
が
参
加
し
、

地
域
の
文
化

や
凶
際
交
流
の
あ
り
万
な
ど
に
つ
い

て
伎
を
徹
し
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

V
山
何
年
同
を
は
じ
め
と
す
る
折
者
の

地
域
活
動
離
れ
が
著
し
い
と
言
わ
れ

る
中
、

ょ
う
し
た
行
政
主
導
型
で
な

い
「
夜
な
べ
談
議
」
が
問
か
れ
る
こ

と
自
体
、
注
阿
す
べ
き
こ
と
。
新
川

地
区
に
住
む
若
者
た
ち
が
、
各
市
町

の
厄
般
を
帥
唱
え
て
、
不
ッ
ト
ワ

l
ク
づ

く
り
を
し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

V
い
ま
は
、
自

分
た
ち
の
住
む
町
や
市
の
中
だ
け
が

百
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
活
困
で
は
な
い

時
代
。
今
後
ま
す
ま
す
、
い
ろ
ん
な

凶
で
近
隣
市
町
の
人
た
ち
と
予
を
携

え
、
と
ら
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
必

民
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
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